






































































1 切手1枚の面積 …1.3％ 2 年賀はがき1枚の面積 …17.8％
3 算数の教科書1冊の表紙の面積…49.2％ 4 教室1部屋のゆかの面積 …30.6％































1 切手1枚の面積 2 年賀はがき1枚の面積




























































切手 2 3 0 1 0 6
年賀はがき 24 49 8 2 3 86
教科書の表紙 59 73 13 13 5 163
教室の床 13 11 5 0 1 30
無解答 2 2 2 3 9
複数解答 0 2 0 0 0 2

















直観 31 17 3 51
幾つ分 8 8 2 18
縦×横 46 110 22 178
記憶 2 2 0 4
無解答 11 1 0 19 31
複数解答 0 0 0 9 9



























































































2 100cm2 1m2 1a 1km2
4～ 0 1 5 1 0
14～ 2 0 6 0 2







































































1 切手1枚の面積 2 年賀はがき1枚の面積































































a はがき→切手 0/1 1/1
b はがき→はがき 8/16 8/16
c 教科書→はがき 4/18 16/18
d はがき→教科書 4/13 3/13
e 教室床→教科書 0/1 1/1































→ ⑥，A3は ① →
②にあたる。
4人は150を15×
10に捉え直し，内1
人はさらに 10×10
（cm2）の形を思い浮
かべ判断している。
5人はまず 10×10
（cm2）の形を思い浮
かべ，はがきの形も
思い浮かべて2つを
比較している。
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図4 150cm2の数値から「はがき」と判断する過程
以下はBの児童の反応である。
B1:教科書だと思う。15cmと10cmだから。（指示によりはがきを絵にする。（11×9cm））
「縦15cm，横8cm」とつぶやく。（頭の中で計算している様子）120。150は，はがきだ。
B2:（悩む。指示により，まずはがきを絵にした。（16×10cm））100cm2をかいたとき，このくらいだった。
（絵の上に100cm2の形を自ら重ねて描く。（10.5×11.5cm））150cm2は，はがきだ。
根拠を問われて，150を15×10に捉え直し，はがきを選択した児童は1人いたが，捉え直しても
なお，これが教科書の大きさだと思うB1のような児童は2人いた。この2人ははがきの形を絵にす
ることで教科書ではないと実感した。
A の児童の特徴的なことは150という数値から100cm2の形を思い浮かべていることにある。さ
らにはがきや表紙など具体物の形をイメージし，判断をより確かなものにしている。
Bの児童の特徴的なことは150という数値を「長さ×長さ」に捉え直したとしても，その形を具
体的にイメージしていないことにあると言える。
「幾つ分」方法を知らせ，100cm2を実感させる授業は，100cm2をイメージしてこれを基準に150
という数値を判断することに有効ではあるが，イメージ化の指導をさらに徹底する必要があった。
6 結 論
基本となる面積の大きさを実感させ，具体物から面積を見積る際には，児童が自然に用いている
「縦×横」の方法だけでなく，「幾つ分」方法を知らせるとともに，見積りの方法を選択して見積らせ
ることにより，「あて推量」は減少し，見積りの精度は高まる。このことが，100cm2という基本的
な大きさを実感させ，「幾つ分」方法を知らせる授業の実践を通して明らかになった。
また，150cm2という数値から具体物を言い当てる調査から，面積の数値が与えられ，それにふさ
わしい具体物を言い当てる際にもこの授業には一定の効果があることが明らかになった。
しかし，実感している形を思い浮かべ，これを「基準」にして面積の数値を判断することや，数値
を「長さ×長さ」に捉え直した際にも，その長さをもつ具体的な長方形の形をイメージしたり視覚化
したりして，数値についての判断をすることを強調することが必要であると分かった。
今後は教科書において，100cm2を実感させる活動を設け，これを「基準」にするなどの「幾つ分」
方法を意識させ，具体物の面積を見積る活動においては自ら見積りの方法を考え選択して見積る指導
を扱うよう提案する。同時に，面積の数値から具体物を言い当てる問題を設定し，その際にも，同様
の思考過程により，判断する指導を扱うよう提案する。
今後の課題は，本研究で明らかにした指導改善策を150cm2以外の数値に広げ，さらに体積の見積
りに対する有効性や配慮事項についても明らかにすることである。
本研究を進めるにあたり，指導助言をいただいた横浜国立大学大学院 石田淳一教授，研究授業や
調査の実施に際して快く承諾していただいた小学校校長 荒井邦生氏，林香代子氏，牛島隆文氏，小
泉清裕氏，研究授業にご協力いただいた各学級担任の吉原茂氏，吉野正人氏，船津敦子氏に，深く感
謝申し上げる。
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